
事業番号 - - -

（ ）

現状・課題
（5行程度以内）

(目) 諸謝金 2 1

翌年度へ繰越し（D) - - - -

7

2

-

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

科学技術分野における基礎研究の推進及び大型研究施設の運用や国際協力の枠組み構築等基礎研究推進のための研究環境の整備に関し、国内外における研究機関等の現
地調査を実施するとともに、研究会や会議を開催して外部有識者や研究当事者等との意見交換及び議論に基づき基礎研究振興に関する政策の企画立案を行う。

実施方法 直接実施、委託・請負

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 6 8 13

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

19 16.6 17 17 17

予備費等（E) - ▲0.2 - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) 19 17 17 17 17

- - -

-

平成26年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし 担当課室

- -

補正予算（B) - ▲0.2 -

-

-

2023 文科 22 0257

文部科学省

政策 8　科学技術イノベーションの基盤的な力の強化

事業の目的
（5行程度以内）

科学技術分野における基礎研究の推進及び基礎研究推進のための研究環境の整備等に関して調査・検討し、基礎研究の振興を図る。

基礎・基盤研究課
基礎・基盤研究課
西山　崇志

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

-
関係する

計画、通知等
第6期科学技術・イノベーション基本計画（令和3年3月26日閣議
決定）

事業名 基礎研究振興経費 担当部局庁 研究振興局 作成責任者

事業開始年度

施策 8-3　オープンサイエンスとデータ駆動型研究等の推進

政策体系・評価書URL

主要経費 科学技術振興費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www.mext.go.jp/content/20221012-mxt_kanseisk01-
000024706-05.pdf

事業概要URL
-

(項)

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 17

8

76%

2

執行率（％）
=(G)/(F)

32% 48% 76%

研究振興費

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
32%

主な増減理由（・要望額・予備費）

48%

令和6年度要求

4

　

　

　

(目)

2 2

4

職員旅費

非常勤職員手当

庁費

委員等旅費

その他

(目)

17

情報通信技術の急激な進化によるグローバルな産業構造の変化やセキュリティ問題などのネットワーク化への対応、また、地球規模で起こるエネルギー・資源・食料等の制約や環
境問題、さらに、国内における少⼦⾼齢化や地域経済社会の疲弊、⾃然災害等のリスクが⼤きな課題となっている中、独創的な新技術の創出等をもたらす「知」を創出する基礎研

究・学術研究は、ますます重要になっている。世界を主導する卓越した研究を強化し、豊かな発想の⼟壌となる多様な研究の場を確保するなど、我が国の基礎研究⼒を⼀層強化
すべく取り組む必要がある。

令和6年度要求

-

-

-

(目)

(目)



-

55 5

成果実績

-

-

1

目標値 件 1

50 50

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

6

科学技術分野における基礎研究の推進及び基礎研究推進のための研究環境の整備等に関し、基礎研究振興に資する会議・調査等を実施した結果、現状の課
題、改善事項、事業の実施方針等がまとまった段階で報告書を作成することが適切であると考えられるため。

100％

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

3

-

-

-

基礎研究振興に資する会議・調査等を実施した結果、明らかとなった改善事項や実施方針等を事業に適切に反映することが重要であると考えられるため。

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

文部科学省調査

令和2年度 令和3年度

100

- 年度

↓

会議・調査を通じて得られた方針等を
事業に適切に反映し実施する。

会議・調査の結果を踏まえた
方針等が反映された事業の
件数

達成度

単位 令和2年度

100

目標最終年度

-

年度

2 2

定量的な成果指標 単位
目標年度

令和4年度

達成度 ％

活動内容①
（アクティビティ）

基礎研究振興に資する会議・調査等を
実施する。

会議等開催数
活動実績 回 8

当初見込み 回

5 -

5

活動目標 活動指標

5

会議・調査等を通じて報告書を取りまと
める。

報告書作成数

成果実績 件 2 1

200

科学技術分野における基礎研究の推進及び基礎研究推進のための研究環境の整備等に関し、国内外における研究機関等の現地調査の実施及び外部有識者・
研究当事者等が参加する会議等の開催に係る経費、調査・会議に基づく報告書等の作成に伴う経費を支出する。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

-

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

文部科学省調査

成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

-

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

件 5 5 5

目標値 件 5 5 5

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）



-

-

-

目標年度における効果測定に関する評価（令和○年度実施）

-

点検結果

第6期科学技術・イノベーション基本計画において、基礎研究・学術研究は、新しい現象の発
見や解明のみならず、独創的な新技術の創出等をもたらす「知」を創出するものであり、そ
の重要性が増していることが記載されている。本事業は我が国の将来に渡って影響を及ぼ
す基礎研究振興に資するものであり、公益的観点から優先度が高い事業である。
経費の執行に関しては、支出先・使途・費目等を精査した上で支出する等事業の適切な実
施に努めており、令和４年度は海外機関の現地調査や研究会を複数回開催する等、基礎
研究振興のために有益な活動をさらに効果的に実施することができた。

令和3年度決算より改善はしているものお、令和4年度決算においても不用額が生じているため、不用額が生じた要因を改めて分析し、積算単価見直しによるコス
ト削減を行うべきである。

外部有識者の所見

外部有識者による点検対象外

令和5年度以降これまでの調査や会議等で得られた情報やデータを踏まえ基礎研究振興に関する検討を継続して実施する。引き続き計画的かつ適切な予算執行
に努めつつ現地調査及び会議開催等を実施し、適切な段階で報告書を取りまとめ、会議・調査で明らかとなった方針等を事業に反映する。

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

令和元年度

平成28年度 217

令和4年度 2022 文科 21 0233

2021 文科 20

平成27年度

令和2年度 文部科学省 0219

0237

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

0214

令和3年度

文部科学省

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 -

平成25年度 -

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

令和４年度は、新型コロナウイルス感染状況に留意しつつも現地調査及び対面での会議開催が前年度より増加し執行率が改善した。令和５年度も同様の傾向で
あり、コロナ禍前と同様の活動が見込まれる。令和６年度においては、コスト削減に留意しながら、より効率的で適正な執行に努めることとする。

事業内容の一部改善

執行等改善

221

平成30年度 223

平成23年度 -

平成29年度 223

平成26年度 新26-0022

備考

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善



資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

文  部  科  学  省
13百万円

現地の研究活動調査や会

議及び研究会等に職員を

派遣する旅費

現地の研究活動調査や会

議及び研究会等を開催す

るにあたり必要な事務手

続きを行う者を配置するた

研究活動調査、会議及び

研究会における速記等の

業務委託、調査資料の購

入、報告書作成等に必要

A.職員旅費
（1社、27名）

6百万円

B.非常勤職員手
当

（1名）
4百万円

C.庁費
（13社）
2百万円

D.委員等旅費
（6名）

1百万円

E.諸謝金
（4名）

0.1百万円

外部委員会等会議への外

部有識者の出席等に係る

旅費

外部委員会等会議への外

部有識者の出席等に係る

謝金

【一般競争入札（最低価格等）等】



　

支出先上位１０者リスト

A.

B

C

-

- -

10 レンタルサークル合同会社 9010003025720
Wifiルータ・国際携帯電話の借
上げ

0
随意契約（少

額）
- -

- - -

9 株式会社金由 5010001040048 消耗品の購入 0
随意契約（少

額）
-

8 株式会社文教ニユース社 1010401025932 図書・雑誌の購入 0
随意契約（少

額）

-

7 株式会社シンコー堂 7010401012982 消耗品の購入 0
随意契約（少

額）
- - -

- -

6
株式会社日経ＢＰマーケティ
ング

4010401087739 図書・雑誌の購入 0
随意契約（少

額）
- -

- - -

5
株式会社大和速記情報セン
ター

5010401030061
速記録作成（単価契約・一括
調達）

0
一般競争契約
（最低価格）

2

4 株式会社丸善ジュンク堂書店 9010001134416 図書・雑誌の購入 0
随意契約（少

額）

-

3
エヌ・ティ・ティ・コムウェア株
式会社

4010401032249 PC修理 0.1
随意契約（少

額）
- - -

- -

2 東京地下鉄株式会社 4010501022810 交通ICカードのチャージ 0.2
随意契約（少

額）
- -

入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 株式会社紀伊國屋書店 4011101005131 図書・雑誌の購入 1
一般競争契約
（最低価格）

3

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等

-

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 期間業務職員A - 非常勤職員手当 4 その他 - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

- - -10 職員I - 職員旅費 0.1 その他

-

9 職員H - 職員旅費 0.1 その他 - - -

- -

8 職員G - 職員旅費 0.1 その他 - -

- - -

7 職員F - 職員旅費 0.1 その他 -

6 職員E - 職員旅費 0.1 その他

-

5 職員D - 職員旅費 0.2 その他 - - -

- -

4 職員C - 職員旅費 0.3 その他 - -

- - -

3 職員B - 職員旅費 0.3 その他 -

2 職員A - 職員旅費 0.3 その他

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 株式会社ＩＡＣＥトラベル 7010001128717 海外出張の手配 3
随意契約（少

額）
- - -

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

落札率

計 1 計

庁費 海外雑誌等の購入 1

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

C. D.

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

計 3 計 4

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

職員旅費 海外出張の手配 3
非常勤職員手
当

期間業務職員Aの人件費 4

100万円未満のため省略



D

E

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック

-

- -

4 外部有識者等D - 諸謝金 0 その他 - -

- - -

3 外部有識者等C - 諸謝金	 0 その他 -

2 外部有識者等B - 諸謝金 0 その他

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 外部有識者等A - 諸謝金	 0 その他 - - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

落札率

-

4 調査員D - 委員等旅費 0.1 その他 - - -

- -

3 調査員C - 委員等旅費 0.1 その他 - -

- - -

2 調査員B - 委員等旅費 0.3 その他 -

1 調査員A - 委員等旅費 0.7 その他

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）


	行政事業レビューシート

